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編 集 後 記
超音波の研究や産業利用の歴史は長く，近年においても
その勢いを失っていないものの，本誌における関連特集は
第 49巻第 1号（2010 年発行）の「先進超音波計測」を最後
に組まれていません．今号の特集「強力空中超音波の活用
と広がり」は，空中を伝搬する大振幅の超音波に焦点を当
て，その近年の技術的進展に迫っています．このような限
定された領域であるにもかかわらず，音圧の飽和や音響放
射圧といった興味深い現象，さらにそれらを利用した豊か
な応用が広がっていることが，初見の読者にもご理解いた
だけたのではないでしょうか．超音波の産業利用としては
非破壊検査や医療検査といったセンシング用途が多いので
すが，本特集ではそれらに加えマニピュレーションや触覚
再現といった力学的作用の利用に関してもご執筆いただき
ました．さらに，これらの用途の広がりに伴い空中超音波
が身近な技術となってきたため，安全基準に対する最新の
議論についてもご寄稿いただきました．一人でも多くの

読者に興味をもっていただき，関連技術のさらなる発展に
つながれば幸いです．
私自身も触覚関連研究において超音波を活用しており，当
初は自分の興味の赴くまま本特集を企画しましたが，ご協力
いただいた著者の皆様のご尽力に支えられ，多くの方々に
とって意義ある特集になっていると思料します．ご多忙中に
もかかわらず快く執筆を引き受けてくださった著者の皆様
に，厚くお礼申し上げます．また，本特集の企画段階におい
て有益なご助言や，内容に関する激励をいただいた会誌出
版委員会，記事の校閲をいただいた皆様，最終的に取りまと
めいただいた事務局の皆様にも感謝申し上げます．
最後に，本年 1月 1日に発生した能登半島地震に関連す
る被害を受けられた方々に，心よりお見舞い申し上げま
す．一日も早く平穏な生活を取り戻されることをお祈りい
たします．
 （藤原　正浩　記）
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